






























































































































































































































































項目 2017年度 2018年度 p
（６）発表を楽しむことができた。 4.39［0.90］ 4.27［0.91］ .471
（７）緊張した。 4.04［1.24］ 3.97［1.35］ .734
（８）練習したことが本番でもできた。 3.78［1.22］ 3.95［0.88］ .358
（９）台本に頼らずに発表できた。 3.38［1.48］ 2.98［1.15］ .144

















































表３． 「Ｃ．他のグループの発表」に関する項目の記述統計とｔ検定の結果（N = 59）
項目 2017年度 2018年度 p


























































































































【１：そう思わない  ２：あまりそう思わない  ３：どちらともいえない  ４：ややそう思う 
５：そう思う 】
Ａ．発表の準備について
（１）活動の目的や手順について十分理解できた。 １    ２    ３    ４    ５
（２）グループの人と協力して準備を進めることができた。 １    ２    ３    ４    ５
（３）インタビューの質問に関するアイディアを積極的に出せた。 １    ２    ３    ４    ５
（４）スキットの台本や演出に関するアイディアを積極的に出せた。 １    ２    ３    ４    ５
（５）本番に備え、十分にスキットの練習ができた。 １    ２    ３    ４    ５
Ｂ．自分たちの発表について
（６）発表を楽しむことができた。 １    ２    ３    ４    ５
（７）緊張した。 １    ２    ３    ４    ５
（８）練習したことが本番でもできた。 １    ２    ３    ４    ５
（９）台本に頼らずに発表できた。 １    ２    ３    ４    ５
Ｃ．他のグループの発表について
（10）発表を楽しんで観ることができた。 １    ２    ３    ４    ５
（11）面白いと感じたら笑うなど、自分なりに素直に反応できた。 １    ２    ３    ４    ５
（12）拍手をするなどして、発表しやすい雰囲気づくりに努めた。 １    ２    ３    ４    ５
Ｄ．活動の効果について
（13）自分の進路について考えるきっかけになった。 １    ２    ３    ４    ５
（14）グループメンバーとの仲が深まった。 １    ２    ３    ４    ５
（15）クラスメイトのキャラクターが以前より理解できた。 １    ２    ３    ４    ５
（16）人前で自分を表現することへの抵抗が減った。 1    ２    ３    ４    ５
（17）英語教育専攻の先生方を前より身近に感じることができた。 １    ２    ３    ４    ５
（18）丁寧なメールの書き方がわかった。 １    ２    ３    ４    ５
（19）インタビューを依頼する手順や質問の仕方がわかった。 １    ２    ３    ４    ５
２ 　この活動を来年度も実施する場合、何を改善すべきだと思いますか。提案があれば書いて
ください。
３ 　この活動の感想を自由に書いてください。
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フレッシュマンセミナーにおけるドラマ教育の導入（２）

